
22

お知 らせ
第
4
回
歯
っ
ぴ
ー
か
む
か
む 

健
康
フ
ェ
ア
2
0
1
0

　

歯
周
病
が
肺
炎
、
心
筋

塞
、

低
体
重
児
の
出
産
に
も
か
な
り
の

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ア
で
は
歯

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
自
分
の

歯
と
口
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

◆
日
時

6
月
6
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

◆
場
所

二
本
松
市
安
達
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
旧
安
達
町
役
場
前
）

二
本
松
市
油
井
字
砂
田 

1
0
1

◆
主
催　

安
達
歯
科
医
師
会

◆
内
容

記
念
講
演
、
歯
み
が
き
コ
ー

ナ
ー
、フ
ッ
素
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

お
口
の
中
を
み
て
み
よ
う
コ
ー

ナ
ー
、
景
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
﨑
歯
科
医
院
（
二
本
松
市
）

 

☎
2
2
―
8
5
0
0

本
宮
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断 

希
望
者
募
集

　

市
で
は
、
対
象
と
な
る
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
方
に

対
し
、
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、

診
断
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
地
域　

本
宮
市
内
全
域

◆
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

次
に
挙
げ
る
用
件
に
全
て
該
当

す
る
住
宅

①
所
有
者
自
ら
居
住
す
る
住
宅

② 

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
工

事
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
、
ま

た
は
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の
併

用
木
造
住
宅
（
併
用
部
分
は
延

べ
床
面
積
の
2
分
の
1
未
満
で

あ
る
こ
と
）

③ 

在
来
軸
組
工
法
、伝
統
的
工
法
、

枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る
木
造

3
階
建
て
以
下
の
住
宅

※ 

屋
内
の
床
下
、
天
井
裏
な
ど
の

調
査
（
検
査
）
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す
の
で
、
立
入
が
で
き
な

い
場
合
は
診
断
で
き
ま
せ
ん
。

◆
募
集
戸
数　

3
軒

◆
費
用
負
担

住
宅
の
面
積
に
よ
り
費
用
負
担

が
あ
り
ま
す（
5
、4
5
0
円
か

ら
7
、5
5
0
円
の
範
囲
）。

◆
申
込
期
限　

8
月
31
日
（
火
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
建
築
係

 

（
☎
内
線
1
4
5
）

気
象
警
報
・
注
意
報
を 

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

　

福
島
地
方
気
象
台
で
は
、
平
成

22
年
5
月
27
日
か
ら
、気
象
警
報
・

注
意
報
を
市
町
村
ご
と
に
発
表
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
宮
市
へ
の
警

報
や
注
意
報
の
発
表
状
況
が
わ
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ

る
大
雨
な
ど
の
警
報
や
注
意
報

は
、
表
示
可
能
な
文
字
数
の
制
限

や
、
限
ら
れ
た
時
間
に
読
み
上
げ

て
伝
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
市
町
村

を
ま
と
め
た
表
現
（
○
通
り
北
部

な
ど
）
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
地
方

気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
福

島
地
方
気
象
台
か
ら
の
重
要
な
お

知
ら
せ
」
に
あ
る
平
成
22
年
1
月

26
日
分
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
消
防
防
災
係

 

（
☎
内
線
1
1
2
）

金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
を 

表
彰
し
ま
す

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

福
島
民
報
社
で
は
、
結
婚
し
て
50

年
の
金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に

対
し
て
金
婚
表
彰
を
行
い
ま
す
。

自
己
申
告
制
で
す
の
で
、
該
当
基

準
を
満
た
し
、
表
彰
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
役
所
高
齢
福
祉
課
ま

た
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
該
当
さ
れ
る
方

昭
和
35
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫

婦
。
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
結
婚

さ
れ
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
ご

夫
婦
で
今
回
希
望
さ
れ
る
方

◆
申
込
期
限　

7
月
9
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

 

（
☎
内
線
1
1
9
）

市
内
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ガ
イ
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
宮
市
観
光
物
産
協
会
で
は
、

4
月
か
ら
本
宮
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

と
し
て
「
ち
ょ
っ
と
素
顔
の
も
と

み
や
の
旅
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
宮
に
訪
れ
た
方
々
に
お
も
て

な
し
の
ご
案
内
を
し
な
が
ら
、
一

緒
に
新
た
な
本
宮
の
魅
力
を
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
宮
の
観
光
や
歴
史
な
ど
に
関

心
が
あ
り
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
意
欲

の
あ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課
観
光
物
産
係

 

（
☎
内
線
1
5
2
）

              県下一斉クリーンアップ作戦　7 月 4日（日）午前 6時～
　きれいで快適な環境づくりのため、今年も県下一斉クリーンアップ作戦が行われます。各町内会などを中心に
河川、住宅周辺、公園、道路などの清掃活動にご協力ください。
　なお、回収物は、資源物・焼却物・埋立物などに分別して、指定収集日に各地区のごみステーションに出すよう、
ご協力をお願いします（回収物は当日回収しません）。また、午前8時までに参加人員と不法投棄物（粗大ごみなど）
の報告を下記までお知らせください。小雨決行、荒天の場合は翌週7月11日（日）に延期となります。延期の
場合は、防災行政無線でお知らせします。
◆問い合わせ先
　本宮市役所　生活安全課　環境保全係 (☎内線114)　白沢総合支所　市民福祉課　生活環境係 (☎内線534)
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ＡＥＤ

日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

も
と
み
や
日
本
語
教
室
で
は
、

日
本
人
や
外
国
人
の
別
な
く
平
等

に
、
同
等
な
立
場
で
相
互
理
解
を

深
め
、
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
在
留
外
国
人
に
日
本
語
を
指
導

し
な
が
ら
、
国
際
理
解
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。　
　

現
在
は
中
国
、
韓
国
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
か
ら
来
て
い
る
外
国
人
に
、
毎

週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
中
央
公
民

館
で
日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
に
と
っ

て
、
日
本
語
を
理
解
す
る
こ
と
は

安
定
し
た
生
活
を
営
む
上
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
も

身
近
に
い
る
外
国
人
の
人
た
ち
と

日
本
語
学
習
を
と
お
し
て
交
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
語
を
教
え

た
い
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係

 

（
☎
内
線
２
２
２
）

第
３
回
市
民
登
山
参
加
者
募
集

　

第
３
回
市
民
登
山
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

７
月
11
日
（
日
）

◆
場
所

　

那
須
岳
（
茶
臼
岳
・
朝
日
岳
）

◆
参
加
費　

１
人
５
千
円

◆ 

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
本

宮
市
民
（
原
則
75
歳
ま
で
）

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

◆
定
員　

45
人
（
先
着
順
）

◆
集
合
場
所
・
時
間

　

白
沢
公
民
館　
午
前
5
時
40
分

　
本
宮
市
役
所　
午
前
6
時

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 

☎
３
３

－

２
６
１
１

  ＡＥＤを用いた応急手当について
　ＡＥＤは心臓に電気的ショックを与える機器で、操作が自
動化され音声などの指示により、だれにでも取り扱いができ
ます。
　心臓マッサージと人工呼吸にＡＥＤを組み合わせることで、
救命効果が望め、現在、公共施設や事業所に設置されています。
　救急救命講習会に参加して、使用方法を身に付けましょう。
◆問い合わせ先
　安達地方広域行政組合消防本部
　☎０２４３－２２－１２１１

生けがきを作りませんか
　本宮市では、緑豊かなまちづくりを進めるために、生けが
きを設置される方に助成金を補助しています。
　この助成制度を活用して、生けがきを作ってみませんか。
助成を受けたい方は、事前に下記問い合わせ先までご相談く
ださい。
◆助成額
　1メートルあたり 2,500 円以内（5万円限度）

◆助成条件
① 公衆用道路に面した部分および道路から見通しのきく部分
が 3メートル以上であること。
② 1メートルあたり 3本以上植栽されること。
③ 敷地境界線の一辺に連続して生けがきを設置するものであ
ること。
④ 生けがき用樹木は、列状に並び、外部から眺望できる部分
が 50 センチメートル以上あること。
⑤ 5年間以上生けがきとして活用すること。

生けがきを作るために
ブロック塀などを取り壊したい方に助成します
　生けがき設置の助成にあわせてブロック塀などの取り壊し
助成が受けられます。
　生けがきをつくるために、ブロック塀などを取り壊す場合
は、その工事費を助成します。
◆助成額
　1メートルあたり 5千円以内（10 万円限度）

◆問い合わせ先
　建設課　都市計画係（☎内線 146・147）

助　成（5万円以内） 自己負担

あらゆる法的トラブルの相談に
　法テラスは法的トラブルを抱えた方に、解決
へのきっかけとなる情報やサービスを提供す
る、情報提供業務を行っています。
※ 法テラスは国が設立した公的な法人です。ご利用
は無料です。安心してご利用ください。

◆時　間
平　日 : 午前 9時から午後9時
土曜日 : 午前 9時から午後5時

◆問い合わせ先
日本司法支援センター福島地方事務所
（法テラス福島）
福島市北五老内町7－5イズム 37ビル 4階
☎ 050－3383－5540

コールセンター
0570-078374( おなやみなし )

解決はまず電話から解決はまず電話から


